
 

 

   

報道関係者 各位 

令和 4年 10月 24日 

岩沼市総務部さわやか市政推進課 

 

「津波時における避難施設としての使用に関する協定」・ 

「災害時等における物資供給に関する協定」にかかる 

締結式を行います 
 

宮城県が新たに最大クラスの津波浸水想定を公表したことに伴い、東日本大震災の

津波で浸水しなかった地域や、復興事業を実施した地域の一部も浸水範囲に含まれる

ことから、下記のとおり、株式会社プロロジスと岩沼市の間で「津波時における避難

施設としての使用に関する協定」、プラス株式会社ジョインテックスカンパニーと岩

沼市の間で「災害時等における物資供給に関する協定」にかかる締結式を行います。 

宮城県が示した新たな浸水範囲や浸水の深さに対して、避難場所・避難施設の確保

や災害備蓄の強化が課題となっており、このたびの締結の運びとなりました。 

ぜひ、取材をお願いします。 

 

【日 時】令和４年１０月３１日（月） 午前１１時半～ 

【場 所】岩沼市役所６階研修室ＡＢ 

【出席者】株式会社プロロジス代表取締役会長兼 CEO 山田 御酒 氏 

      プラス株式会社ジョインテックスカンパニープレジデント 北川 一也 氏 

     宮城県岩沼市長 佐藤 淳一 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 

担当／岩沼市防災課 森、片倉 

電話 0223-23-0356 

  

 

 

 

 

 



プラス㈱ジョインテックスカンパニー

プロロジスパーク岩沼
２階床下高さ：10.2ｍ

基準水位：5.8～6.0m
最大浸水深：4.0～4.2ｍ

宮城県が新たに最大クラスの津波浸水想定を公表したことに伴い、東日本大震災の津波で
浸水しなかった地域や、復興事業を実施した地域の一部も浸水範囲に含まれることから、
新たな浸水範囲や浸水の深さに対する❶避難場所・避難施設の確保、激甚化・頻発化する
自然災害に対する❷備蓄等の強化が課題となっている。

❶プロロジスとの協定により、津波発生時
における緊急避難施設を確保

県が新たに公表した最大クラスの津波浸水想定

❷プラス㈱との協定により、速やかな物
資提供と備蓄が手薄な生活用品、衛生用
品等をカバー

津波時における避難施設および物資供給に関する協定について

協定

協定


